
　集落農政推進協議会会長の委嘱状交付式が 4月 30日、多目的
研修集会施設で行われました。
　同協議会は、町と農家との連絡調整役として、また各集落内
における農林事業の推進役として活動していただくことになり
ます。
　各集落の会長は右表のとおりです。
　また会議席上で協議会の役員が次のように決まりました。

■集落農政推進協議会役員（敬称略）
▶会　長　榊原　貞治
▶副会長　先﨑　久幸
　　　　　常恒　　武

各集落内の農林事業の推進役・集落農政推進協
議会会長を委嘱
集落農政推進協議会会長委嘱状交付式

■集落農政推進協議会会長
（敬称略）

行政区 氏名
大 八 先﨑　勝男
谷 津 作 榊原　貞治
小野赤沼 村上　　進
菖 蒲 谷 小野　正孝
雁 股 田 鈴木　四郎
皮 籠 石 村上　勝徳
飯 豊 上 郡司　聖貴
飯 豊 中 会田　平次
飯 豊 下 吉川　良隆
吉 野 辺 先﨑　久幸
浮 金 佐藤　安憲
小 戸 神 村上　秀吉
小野山神 郡司　　昇
夏 井 割谷　　功
南田原井 根本　孝夫
湯 沢 松本　啓久
塩庭一区 大竹今朝市
塩庭二区 常恒　　武
上羽出庭 草野　菊雄
和 名 田 宗像　　一
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現
在
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。
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ふるさと小野町会
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